A Study on the Class Model of the Japanese Language - Through the Practice of "Ku-kai (Haiku Gathering) " by 町田 守弘






















































































































































































































おおよその時間である。実践した日時は 2012 年 7 月 13 日（金）の 2限（10 時 40 分から 12 時 10
分まで）の「国語表現論B」の授業で，当日の参加者は 63 名であった。なお授業時間は正味 90 分






















































に記入する。その後でＡ 4サイズ 4分の 1の縦長の用紙を「短冊」として 1名につき 2枚ずつ配布
したものに，創作した俳句を清書することにした。「短冊」には創作した俳句のみ記入し，氏名はいっ








































前の章末に紹介した 1班から 12 班までのグループ内で選ばれた代表句をめぐって，今度はクラス
単位での評価に移ることにした。すなわち，12 のグループを二つずつのチームに分けて，代表者が
その句を読み上げる。まず，1班と 2班とのリーダーがそれぞれ自身のグループで選ばれた俳句を交
互に 2回ずつ朗読する。それを聞いた 1班と 2班以外のメンバーが，全員でどちらの俳句がよいと
思うかを挙手によって評価した。当該の二つのグループは評価には加わらず，リーダーが相手グルー
プを評価して挙手したメンバーの人数を数えることにする。
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